
資

来}

る
所
が
砂
く
な
い
。
即
ち
大
阪
組
合
銀
行
の
月
末
一
日
の
一
般
自
由
預
金
増
加
傾
は
八
億
五
千

六
百
万
円
と
月
中
増
加
額
九
億
八
千
六
百
万
円
の
八
一
路
に
当
っ
て
居
り
、
月
末
預
金
残
高
の

増
加
が
そ
れ
だ
け
実
質
的
に
銀
行
手
許
を
潤
し
た
と
は
受
取
り
難
い
(
大
阪
〉
。

間
秋
田
、
新
潟
、
福
島
等
の
米
産
県
に
於
け
る
一
般
自
由
預
金
は
依
然
伸
び
悩
み
状
態
に
あ

り
、
殊
に
農
業
会
貯
金
は
供
出
用
米
の
買
入
資
金
引
出
等
の
為
激
減
し
て
居
り
(
秋
田
、
仙

台
)
、
無
記
名
定
則
預
金
は
無
記
名
揃
徳
定
期
預
金
に
圧
さ
れ
た
こ
と
L

六
削
蹴
税
が
掠
っ
て

東
京
、
大
阪
の
伽
念
大
都
市
以
外
は
不
振
で
あ
っ
た
(
各
庖
)
。

次
に
封
鎖
預
金
の
引
出
は
急
減
し
、
銀
行
の
資
令
・糾
り
に
相
当
の
裕
り
を
与
へ
た
が
〈
.
函
館
、

金
訳
、
大
阪
)
、
之
は
生
活
費
引
出
来
済
分
が
五
月
中
に
大
半
引
出
さ
れ
、
生
活
山
氏
引
出
制
限

の
効
架
が
木
月
如
実
に
現
は
れ
た
こ
と
に
基
い
て
い
る
(
函
館
)
。

回
、
貸

出

政
府
支
払
の
遅
延
、
事
業
経
営
の
赤
字
増
大
、

公
側
引
上
見
越
に
法
〈
手
持
資
材
の
売
惜

み、

地
方
財
政
の
朔
乏
化
等
に
加
へ
、
格
闘
の
出
旭
川
に
入
り
た
る
こ
と
と
て
事
業
資
金
の
稲

要
は
愈
々
増
加
し
、
市
中
銀
行
の
貸
出
は
顕
結
な
地
問
を
示
し
た
(
大
阪
、
神
一
戸
)
。
殊
に
大
阪

納
合
銀
行
の
如
さ
は
月
中
の
相
加
市
十
三
他
六
千
七
百
万
円
と
最
近
三
ヶ
月
間
平
均
増
加
市
四

位
荒
千
万
円
の
三
倍
に
達
し
た
(
大
阪
)
。
之
は
市
中
銀
行
が
貸
出
規
制
強
化
を
見
地
し
、
貸
出

枠
を
使
ひ
切
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
も
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
(
大
阪
)
。
又
地
方
財
政
の
窮
乏
化

に
伴
ひ
県
、
市
町
村
等
公
共
団
体
に
対
す
る
貸
出
増
加
も
著
し
く
〈
仙
台
、
松
本
、
神
戸
)
、

重

点
産
業
に
対
す
る
資
金
供
給
を
圧
迫
し
て
い
る
。

尚
中
央
に
於
て
企
画
中
と
伝
へ
ら
れ
る
貸
出
金
利
最
市
制
限
に
対
し
、
地
銀
筋
で
は
経
営
コ

ス
ト
の
観
点
よ
り
反
対
し
、
仮
令
公
定
す
る
場
合
と
雌
も
地
方
事
怖
を
考
胤
し
て
、
あ
る
限
度

の
師
を
持
た
せ
、
辿
期
は
持
ら
日
本
銀
行
に

一
任
す
あ
鮮
の
捕
世
を
望
ん
で
い
あ
(
小
綿
)
。
文

公
団
金
融
が
彼
興
金
融
金
附
担
当
と
な
れ
ば
復
興
金
融
伯
券
の
利
率
は
引
上
げ
て
も
ら
は
ね
ば

な
ら
ぬ
と
の
声
が
強
い
〈
小
樽
)
。

玉
、

通

貨

政
府
支
払
の
減
少
と
白
山
預
金
の
増
勢
に
よ
り
日
本
銀
行
券
の
発
行
超
過
は
比
較
的
砂
く
、

文
官
に
よ
っ
て
は
久
し
振
り
に
遺
収
超
過
を
示
し
た
も
の
も
見
受
ら
れ
た
〈
背
森
、
日
松
、
松

江)。

四

六
、

物

価

右
の
如
〈
過
賞
の
膨
脹
傾
向
は
紛
鈍
化
せ
る
に
拘
ら
ず
、

主
食
品
は
遅
配
累
計
同
教
の
増
大

に
応
じ
て
暴
騰
し
、
米
の
闇
値
は
阪
神
地
方

一
升
二
百
五
十
円
(
大
阪
)
そ
の
他
の
中
小
都
市
に

於
て
百
五
十
円
と
昂
騰
し
た
(
申
府
)
。
食
粧
品
以
外
の
も
の
は
公
制
改
定
待
ち
に
荷
動
を
鈍

〈
、
従
来
の
如
含
著
腿
は
見
ら
れ
な
い
が
、
公
州
引
上
を
契
機
と
し
て
急
服
す
る
気
運
定
平
ん

で
い
る
〈
大
阪
)
。
斯
く
て
物
価
引
下
運
動
は
何
日
の
聞
に
か
立
ち
消
、
え
と
な
り
、

一
般
大
政
の

不
安
保
燥
は
愈
々
高
ま
っ
て
来
た
(
各
脂
)
。
〈
安
斎
)

(
本
稲
作
成
迄
に
札
幌
-
名
古
屋
、
京
郎、

報
告
未
着
に
付
き
参
照
を
省
略
し
た
。
)

同
1I1 

熊
本
、

鹿
児
山州
各
支
府
の

広
・崎、

昭
和
二
十
二
年
七
月
|

|
九
月

七

月

中

-

M
凡

Jm

『

'sυ

由

判

例

抗

U

経
済
実
相
報
告
都
の
発
表
は
我
国
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
本
直
さ
は

一
般
に
好
感
を

以
て
迎
え
ら
れ
た
が
(
門
司
、
松
山
、
附
府
、
仙
台
、
制
・
尚
)
経
涜
危
機
に
対
処
す
ベ
主
政
府
の

具
体
的
な
対
策
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
為
徒
ら
に
前
途
に
対
す
る
不
安
を
募
ら
せ
た
か
の
感
が

あ
る
(
各
庖
〉
。
之
に
引
続
き
新
物
価
体
系
の
発
表
を
見
、
公
定
価
絡
の
大
幅
引
上
が
行
わ
れ
た

が
直
接
日
常
生
活
に
響
〈
問
題
だ
け
に
一
般
大
衆
の
関
心
は
之
に
集
中
せ
ら
れ
た
(
各
佑
〉
折
柄

主
食
の
遅
配
欠
配
は
益
、
放
し
く
な
っ
て
来
た
為
、
賃
銀
引
上
要
求
は
再
び
織
刻
化
し
〈背
森、

松
山、

新
潟
〉
、
物
価
と
賃
銀
の
同
時
安
は
同
十
〈
も
困
離
祝
さ
れ
る
に
至
り
、
先
山
川M
川
越
究
迎

波
停
で
あ
る
(
名
甘
口
臨
)
。
又
貿
易
再
開
を
織
と
し
w
f
仰
切
下
が
災
施
さ
れ
る
と
の
風
説
は
椴
強

〈
伝
へ
ら
れ
た
が
(
門
司
)
、
蔵
相
の
声
明
に
糊
〈
下
火
と
な
っ
た
(
神
戸
、
松
本
〉。

ニ、

預

金

飯
行
方
而
の
一
般
自
由
預
金
は
、
最
近
に
な
い
著
増
を
示
し
た
前
月
に
比
し
そ
の
増
勢
判
ミ

鈍
化
し
た
(
門
司
、
松
江
、
甲
府
、
金
沢
、
静
附
、
秋
問
、
京
都
)
。
之
を
名
古
鹿
市
内
組
合
銀

行
の
新
勘
定
預
金
に
就
て
見
る
も
、
月
中
の
哨
加
一
徹
は

一
λ
O百
万
円
に
止
ま
り
、
六
月
中
の

五
O
O百
万
円
に
比
し
、
梢
段
の
減
退
振
り
合
示
し
て
い
る
(
名
古
毘
〉
。
従
っ
て
融
資
組
制
に



基
く
貸
出
枠
を
拡
大
す
べ
〈
月
越
し
の
預
金
を
極
力
勧
誘
し
て
い
る
向
も
あ
る
と
言
は
れ
て
い

る
(
神
戸
)
。

斯
く
の
如
く
自
由
預
金
の
仲
び
が
悪
か
っ
た
の
は
融
資
規
制
の
強
化
に
基
く
貸
出
の
引
締
め

並
に
公
定
価
枯
引
上
に
よ
る
資
金
需
要
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
六
月
末
に
於

け
る
預
金
残
高
の
粉
飾
に
よ
る
所
も
砂
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

之
に
反
L
農
業
会
預
金
は
麦
、
馬
鈴
薯
の
供
出
良
好
で
(
松
山
)
、
供
出
代
金
並
に
繭
代
金
が

預
金
に
振
込
ま
れ
た
為
最
近
に
な
い
噌
加
を
示
し
た
(
熊
本
、
神
戸
、
松
山
)
。

=
一
、
貸
出

l
i融
資
規
制
強
化
の
反
響

政
府
支
払
の
渋
滞
、
並
に
融
資
規
制
を
主
因
に
事
業
会
社
の
金
詰
り
は
逐
月
深
刻
化
し
つ
L

あ
っ
た
が
、
今
団
の
公
定
価
特
大
幅
引
上
げ
広
よ
り
資
金
請
要
増
大
し
、
金
詰
り
の
傾
向
は
一

層
増
大
す
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
市
中
銀
行
に
対
す
る
借
入
申
込
は
融
資
規
制
強
化
見
越
し
の

閣
係
も
手
伝
い
俄
然
噌
加
し
、
銀
行
窓
口
は
近
来
に
無
い
繁
忙
を
呈
し
た
(
大
阪
、
名
古
犀
、

門
司
、
神
戸
〉
。
然
る
に
二
十
二
日
融
資
規
制
強
化
が
発
表
せ
ら
れ
、
七
月
一
日
に
遡
っ
て
適

用
せ
ら
れ
る
こ
と
も
ふ
な
っ
た
為
、
市
中
銀
行
は
下
勾
急
激
に
貸
出
引
締
め
の
余
儀
な
き
に
至
っ

た
。
然
も
六
月
末
に
於
け
る
貸
出
未
使
用
枠
も
打
切
ら
れ
E
、
自
由
預
金
の
増
勢
も
鈍
化
し
た

為
、
新
規
貸
出
を
極
力
厳
選
し
(
仙
台
、
叩
府
、
神
戸
、
高
松
)
、
又
大
口
長
期
の
貸
出
は
本
行

の
斡
旋
融
資
に
廻
し
、
短
期
の
運
転
資
金
中
心
主
義
を
保
っ
て
い
る
(
金
沢
)
。
一
方
既
往
貸
出

の
回
収
に
就
い
て
は
格
別
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
が
(
各
府
)
、
借
主
側
も
再
度
借
入
の
困
難
を

見
越
し
、
返
金
を
渋
っ
て
い
る
為
、
貸
出
回
収
は
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
(
各
庖
)
。

右
の
如
〈
公
定
価
格
引
上
げ
に
基
〈
資
金
需
.
袈
の
増
加
と
、
融
資
規
制
の
強
化
が
掲
ち
合
っ

た
為
、
事
業
会
社
は
極
端
な
資
A
W離
に
陥
り
、
・
中
に
は
給
料
支
払
に
も
困
窮
し
(
神
戸
、
松
山
、

松
江
、
松
本
)
、
工
場
閉
鎖
の
一
歩
手
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
(
申
的
、
新
潟
、
松

本
)
、
労
働
組
合
幹
部
が
直
接
銀
行
へ
借
入
金
の
交
渉
に
来
る
等
の
事
例
も
見
ら
れ
(
京
都
〉
労

働
攻
勢
が
白
木
銀
行
へ
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
名
古
屋
-
静
岡
)
。

然
し

一
部
に
は
金
融
逼
迫
に
直
面
し
て
企
業
合
理
化
の
不
可
避
を
覚
り
労
働
組
合
自
ら
が
過

剰
人
員
を
整
理
し
て
会
社
を
立
直
さ
ん
と
す
る
気
運
を
示
す
も
の
も
見
ら
れ
(
神
戸
)
、
文
増
資

等
に
よ
っ
て
自
己
資
金
を
増
加
せ
ん
と
す
る
傾
向
も
観
取
せ
ら
れ
た
(
名
古
屋
-
松
本
〉
。

尚
融
資
規
制
の
強
化
に
閑
し
市
中
銀
行
の
要
望
し
て
い
る
点
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

各
支
庖
金
融
報
告
抜
卒

昭
和
二
十
二
年
七
月
1

九
月

ω
五
O
銘
と
云
う
枠
の
緩
和
(
大
阪
、
広
島
)

間
六
月
末
の
来
使
用
枠
の
打
切
り
の
緩
和
(
仙
台
)

間
鱗
蹴
資
金
貸
付
、
貿
手
割
引
の
枠
外
融
資
の
添
認
(
名
古
屋
、
新
潟
)

凶
一
ヶ
月
位
の
短
期
貸
の
簡
易
迅
速
な
る
枠
外
融
資
意
認

旧
公
団
設
立
に
伴
い
閉
鎖
さ
れ
た
機
関
よ
り
貸
付
回
収
金
を
新
勘
定
預
金
増
加
と
せ
ず
、

貸
付
の
回
収
と
す
る
事
(
名
古
屋
)

附
政
府
支
払
の
進
捗
〈
熊
本
〉
、
及
政
府
支
払
遅
延
に
閑
し
、
官
庁
之
を
証
明
す
る
場
合
、

そ
の
範
囲
内
に
於
け
る
枠
外
融
資
の
一
本
認
〈
門
司
〉

最
後
に
今
回
の
融
資
規
制
の
合
理
化
、
又
は
企
業
整
備
、
流
通
秩
序
の
確
立
等
綜
合
対
策
の

一
環
と
し
て
行
わ
ぬ
限
り
「
金
融
措
世
の
先
走
り
」
の
弊
を
繰
返
す
の
み
で
る
る
(
大
阪
、
高
松
)

と
の
批
判
が
一
般
的
で
あ
っ
た
事
を
付
加
し
て
お
ぐ
。

目、

金

ザ不

五
日
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
に
て
行
は
れ
た
貸
出
金
利
協
定
に
基
き
、
各
地
に
於
て
も
基
準

利
率
日
歩
二
銭
、
最
高
利
率
日
歩
二
銭
三
厘
の
協
定
が
表
面
平
穏
に
行
は
れ
た
が
、
地
方
銀
行

の
預
金
コ
ス
ト
が
中
央
に
比
し
割
高
で
あ
り
、
且
経
済
費
増
嵩
の
折
柄
実
際
利
率
は
大
半
日
歩

二
銭
三
厩
と
な
り
つ
L
あ
り
、
又
丙
種
事
業
え
の
貸
付
利
率
が
協
定
よ
り
除
外
さ
れ
た
為
、
之

を
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
貸
付
平
均
利
率
の
低
下
を
抑
止
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
(
神
戸
〉
。

尚
貿
易
手
形
割
引
レ
l

ト
の
日
歩
一
銭
七
厘
は
低
き
に
過
F
る
と
云
う
こ
と
が
銀
行
側
の
み

な
ら
ず
業
者
側
か
ら
も
云
わ
れ
て
居
り
、
日
歩
一
銭
九
一
胆
乃
至
二
銭
に
引
よ
「
べ
し
と
の
声
が

高
か
っ
た
(
大
阪
)
。

玉

、

物

価

基
礎
物
資
の
公
定
価
椅
並
に
運
賃
等
の
二
倍
半
乃
至
三
倍
引
上
げ
に
も
拘
ら
ず
目
下
の
処
間

値
の
急
激
な
ハ
ネ
上
り
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
(
各
庖
〉
。
即
ち
生
産
財
の
悶
値
に
就
い
て
見
る
に

極
端
に
品
部
で
あ
る
油
脂
類
カ
ー
バ
イ
ド
(
神
戸
、
大
阪
)
並
に
石
炭
階
類
の
昂
脆
(
大
阪
)
と
炭

砿
筋
の
鋼
材
レ
l

ル
の
二
、
三
割
昂
鵬
(
札
帳
〉
を
除
い
て
は
大
体
保
合
状
態
で
あ
っ
た
〈
各

庖
)
。
之
が
原
因
と
し
て
は
会
社
筋
が
今
回
の
改
訂
を
見
越
し
て
既
に
相
当
の
闇
値
で
買
込
ん

で
い
た
が
(
門
司
)
、
融
資
規
制
の
強
化
で
業
界
が
極
度
の
資
金
難
に
陥
っ
た
こ
と
(
大
阪
、
神

戸
、
松
本
、
金
沢
)
、
完
成
品
の
公
定
伽
絡
の
改
訂
未
定
の
為
、
荷
動
き
鈍
く
、
文
関
取
締
り

四
二
一
一



資

料

も
強
化
さ
れ
て
い
る
事
(
各
庖
)
等
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
木
材
の
如
き
は
建
築

制
限
令
に
よ
る
需
要
誠
少
と
木
材
業
者
の
金
詰
り
に
基
ぐ

ん一
一
ん
焦
り
と
に
よ
り
六
月
末
に
此
し

二、

三
割
方
下
滞
の
有
様
で
あ
る
(
松
本
、
秋
田
、
静
岡
門
司
、
熊
本
、
松
山
〉
。
消
費
財
の

闇
値
を
見
る
に
食
糧
umは
主
企
の
遅
配
日
数
の
累
増
に
応
じ
て
昂
絡
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

物
資
は
大
衆
が
主
食
品
の
悶
買
い
に
追
わ
れ
て
い
る
為
格
別
勝
賞
し
て
い
な
い

〈松
山
、
新

潟
、
札
脱
、
静
岡
)
。
之
は
五
日
実
施
せ
ら
れ
た
料
理
飲
食
店
閉
鎖
に
よ
る
と
と
も
大
き
〈
、

酒
類
は
極
端
な
下
落
合
示
し
て
い
る
(
熊
本
、
神
戸
)
。
又
放
出
物
資
で
遅
配
日
数
も
埋
め
ら
れ

つ
L
あ
る
北
九
州
に
於
て
は
主
食
品
も
若
干
値
下
り
気
味
で
あ
る
(
門
司
)
。

次
に
物
価
改
訂
後
の
賃
銀
の
動
向
を
見
る
に
先
般
来
賃
銀
ス
ト
ッ
プ
説
が
流
布
さ
れ
賃
銀
引

上
げ
を
実
施
し
た
ば
か
り
の
処
が
多
い
せ
い
か
特
別
の
上
昇
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
(
神
戸
、
新

潟
、
金
沢
)
。
然
し
乍
ら
食
組
事
情
の
急
迫
に
伴
い
危
機
突
破
資
金
等
臨
時
的
手
当
の
要
求
は

煉
烈
を
極
め
て
居
り
(
各
庖
)
、
従
来
の
給
与
が
今
回
政
府
の
発
表
し
た
暫
定
業
種
別
平
均
賃

銀
よ
り
低
い
方
而
に
於
て
は
平
均
賃
銀
ま
で

引
上
げ
の
要
求
が
行
わ
れ
て
い
る
(
松
木
、
新

潟)。今
回
の
物
航
改
訂
後
の
聞
物
師
並
に
賃
銀
の
勤
き
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、

今
後
こ
の
新

物
価
休
系
が
維
持
さ
れ
る
か
否
か
は
流
通
秩
序
を
確
立
し
、
生
計
費
中
に
於
け
る
問
依
存
度
を

圧
縮
し
て
実
質
賃
銀
の
充
実
を
計
り
、
物
価
と
賃
銀
の
恐
術
開
を
断
ち
切
り
得
る
か
否
か
に

か
L

っ
て
い
る
〈
神
戸
)
。
然
し
公
定
価
格
の
引
上
に
基
〈
財
政
支
出
の
膨
脹
と
臨
時
給
与
等
の

増
加
か
ら
新
た
な
る
物
側
勝
貨
が
起
り
之
を
起
点
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
更
に
発
底
す

る
も
の
と
見
る
向
が
多
い
(
大
阪
〉

0

〈
安
斎
)

;¥ 

中

月

一
、

概

況

輸
出
入
回
転
基
金
設
定
の
発
表
、
バ
イ
ヤ
ー
の
来
制
等
は
ジ
リ
貧
状
態
に
伴
迷
し
て
い
る
我

国
経
新
の
再
建
に
多
大
の
希
望
を
班
し
た
が
、
更
に
輸
入
食
料
仙
の
大
盤
政
出
許
可
は
避
配
に
悩

む
国
民
に
絶
大
な
る
安
機
感
を
与
え
た
(
各
応
)
。
然
し
乍
ら
各
企
業
は
正
規
配
給
の
資
材
僅
少

な
る
上
、
間
他
の
純
上
り
電
力
飢
蝕
等
に
依
然
赤
字
経
営
の
己
む
な
〈
〈
小
柿
〉、
吏
に
融
資
規

制
と
公
定
価
機
引
上
げ
に
よ
り
極
端
な
金
詰
り
に
陥
っ
て
い
る
(
高
知
、
熊
本
、
岡
山
)
。
之
が
為

給
料
の
支
払
に
も
こ
と
か
〈
も
の
続
出
し
、
経
営
の
合
理
化
気
運
が
、
経
営
者
側
か
ら
の
み
な

四
一
四

ら
ず
、
労
働
組
合
側
か
ら
も
起
き
て
い
る
ハ
小
樽
、
前
橋
、
岡
山
)
。
然
し
中
に
は
誠
首
言
渡
し

か
ら
烈
し
い
労
資
対
立
を
生
じ
て
い
る
場
合
も
め
り
(
高
知
)
、
経
営
の
合
理
化
K
伴
う
失
業
問

題
は
逐
次
深
刻
化
し
て
来
た
。
又
公
定
例
枯
引
上
げ
に
よ
る
生
活
苦
は
益
々
深
刻
化
し
て
居

り
、
片
山
内
閣
に
対
す
る
信
頼
感
の
稀
薄
化
も
一
部
に
窺
わ
れ
る
(
松
本
、
松
山
)
。
尚
経
済
力

集
中
排
除
法
案
の
発
表
は
産
業
界
及
金
融
界
に
多
大
の
不
安
を
醸
し
て
い
る
ハ
各
自
)
。

二
、

預

金

大
阪
、
神
戸
等
の
如
き
大
都
市
所
在
銀
行
の
自
由
預
金
は
著
し
い
増
加
を
示
し
た
。
即
ち
大

阪
組
合
銀
行
の
月
中
一
般
自
由
預
金
は
十
六
億
四
千
万
円
を
増
加
し
、
前
月
の
増
加
額
九
億
八

千
万
円
を
温
か
に
上
廻
っ
て
い
る
(
大
阪
、
神
戸
)
。
斯
〈
の
如
主
著
増
の
主
な
る
原
因
は
、
巨

額
の
政
府
支
払
資
金
と
復
興
金
融
金
庫
の
各
種
公
団
に
対
す
る
貸
付
資
金
が
預
金
と
な
っ
て
還

流
し
た
点
に
存
す
る
が
、
そ
の
他
融
資
規
制
強
化
に
伴
い
、
各
銀
行
が
預
金
峨
収
に
全
力
を
注

い
だ
こ
と
へ
銀
行
が
貸
出
先
の
有
す
る
自
由
.淵
金
を
貸
出
の
担
保
に
供
せ
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
枠
の
余
裕
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
に
躍
起
と
な
っ
た
結
果
、
自
由
預
金
が
縛
ら
れ
た
こ
と

(
大
阪
)
、
故
に
月
末
に
於
け
る
粉
飾
(
神
戸
、
門
司
)
等
の
事
実
も
自
由
預
金
増
加
の
原
因
と
し

て
見
逃
し
得
な
い
(
大
阪
)
。
最
近
預
金
は
毎
月
月
初
箸
減
し
、
月
末
急
増
し
w
L
い
る
が
、
之
は

月
末
決
済
の
増
加
と
云
わ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
粉
飾
に
よ
る
結
果
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
(
各

居〉。大
都
市
以
外
の
地
方
に
於
け
る
自
由
預
金
は
麦
、
臓
、
馬
鈴
響
等
農
産
物
代
金
の
流
入
、
間

取
締
り
の
厳
軍
化
等
を
主
と
し
て
順
訓
な
る
増
加
を
見
た
所
も
あ
る
が
(
前
柄
、
京
都
、
松

江
、
新
潟
、
甲
府
〉
一
般
に
は
仲
び
悩
み
の
傾
向
を
示
し
た
(
名
古
屋
、
小
樽
、
松
本
、
熊
本
、

松
山
)
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
物
価
の
昂
騰
に
韮
〈
所
要
資
金
の
増
加
、
貿
易
再
開
に
伴
い

流
布
せ
ら
れ
た
る
平
価
切
下
説
の
随
一
則
、
旧
盆
資
金
の
引
出
等
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

又
去
、
馬
鈴
轄
の
供
出
代
金
振
込
は
峠
を
越
し
た
が
、
そ
の
歩
間
り
認
は
芳
し
〈
な
〈
、
特

に
農
業
会
の
改
組
不
安
か
ら
、
そ
の
歩
留
り
本
は
四

O
Z程
度
に
止
ま
っ
た
処
も
あ
る
(
熊

本
可
燃
し
一
方
農
村
恐
慌
の
再
来
を
予
想
し
て
か

一
頃
の
如
、
ざ
い
似
世
態
度
も
見
ら
れ
ず
〈
高

松
)
歩
留
り
率
は
七
O
%程
度
に
迷
し
て
い
る
処
も
あ
る
(
神
戸
)
。
尚
九
月

一
日
よ
り
実
施
予

定
の
第
四
回
一術
徳
定
期
預
金
の
成
航
は
同
預
金
担
保
貸
出
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
関
係
か
ら
余
り

好
〈
な
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
(
熊
本
)
。



=一
、
貸

出

融
資
規
制
の
強
化
に
よ
っ
て
市
中
銀
行
は
貸
出
を
引
締
め
て
い
る
が
、
更
に
相
次
「
閉
鎖
機

関
の
指
定
や
、
経
済
力
集
中
排
除
法
案
の
発
表
等
の
為
最
近
は
特
に
慎
重
と
な
り
(
神
戸
、
仙

台
、
前
橋
、
京
都
)
、
地
方
支
庖
銀
行
の
如
き
は
本
庖
送
金
に
力
を
注
「
の
み
で
あ
る
(
前
橋
)
。

貿
易
手
形
の
割
引
に
就
い
て
も
メ
ー
カ
ー
の
信
用
程
度
が
低
い
為
紡
績
閥
係
以
外
の
分
に
就
い

て
は
割
引
利
事
の
引
上
げ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
消
極
的
で
あ
る
(
京
都
、
札
幌
)
。
尚
自
由
預
金

担
保
貸
出
が
多
〈
〈
小
樽
、
京
都
〉
、
小
樽
市
内
銀
行
母
居
の
八
月
二
十
日
現
在
福
徳
定
期
預
金

担
保
貸
出
の
如
き
は
同
預
金
残
高
の
凶

O
諸
に
迷
し
て
い
る
事
実
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
}

方
産
業
界
は
資
金
梗
塞
帯
る
し
〈
之
が
為
融
資
申
込
は
従
来
に
な
い
増
加
を
来
し
た
(
神
戸
、

熊
本
、
小
樽
)
。
又
最
近
は
中
央
に
本
社
を
有
す
る
地
方
工
場
ま
で
が
木
社
の
金
操
り
困
難
か
ら

地
元
銀
行
と
の
貸
付
取
引
を
希
望
し
て
居
り
(
松
江
、
仙
台
〉
、
殊
に
繭
価
の
大
幅
引
上
げ
に
基

き
、
地
方
の
製
糸
工
場
の
鵬
揃
資
金
部
要
は
巨
額
に
連
し
て
い
る
(
掴
品
、
仙
台
、
甲
府
)
。
更

に
地
方
財
政
の
窮
乏
も
著
る
し
〈
こ
の
点
面
か
ら
の
貸
付
申
入
れ
も
箸
断
惜
し
て
い
る
か
ら
(
各

庖
〉
地
方
の
資
金
諦
要
は
地
方
銀
行
の
資
力
で
は
応
じ
切
れ
な
い
状
態
で
あ
る
(
縮
局
、
仙
台
)
。

熊
本
支
応
の
報
告
に
よ
る
も
市
中
銀
行
は
総
体
的
に
見
て
申
込
の
七
、

λ
割
は
拒
絶
し
て
い
る

由
で
あ
る
。
従
っ
て
事
業
会
社
の
資
金
離
は
、
深
刻
を
極
め
て
居
り
、

経
営
合
理
化
の
不
可
避
を

倍
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
来
た
(
前
橋
)
。
尚
融
資
規
制
強
化
の
結
果
借
入
金
に
よ
ら
ず
増
資
に

よ
り
必
要
資
金
を
調
達
せ
ん
と
す
る
傾
向
も
強
く
な
っ
て
い
る
が
(
熊
本
、
広
島
〉
、

一
方
間
金

融
が
活
謹
化
し
て
い
る
事
実
は
響
戒
を
要
す
る
(
岡
山
、
松
本
、
熊
本
)
。

図
、
市
中
金
融
機
関
の
金
繰
り
と
金
利

政
府
支
払
の
進
捗
と
公
団
の
大
口
預
金
に
よ
り
、
大
都
市
所
本
銀
行
の
手
許
は
大
い
に
究

ぎ
、
本
行
貸
付
金
も
大
臓
に
収
縮
し
た
が
(
大
阪
)
、
地
方
に
於
て
は
上
述
の
如
く
預
金
不
振
、

貸
出
増
加
に
手
許
資
金
逼
迫
し
、
木
行
の
貸
出
を
仰
い
だ
向
も
あ
る
。

貸
出
金
利
は
日
歩
二
銭
一
距
乃
韮
二
鍛
ニ
凪
中
心
と
な
り
前
月
に
比
し
日
歩
約
一
距
方
品
服

し
、
丙
種
に
対
す
る
貸
付
刑
事
は
各
地
共
日
歩
二
餓
五
距
〈
大
阪
、
小
栂
)
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
斯
〈
て
協
定
最
高
利
率
日
歩
二
銭
三
胆
の
維
持
も
早
晩
困
難
と
な
る
べ
く
、
十
月
に
於
け

る
再
協
定
の
際
に
は
協
定
利
率
を
引
上
ぐ
べ
し
と
か
ん
強
す
る
向
も
あ
る
(
大
阪
、
小
樽
、
仙

台
、
門
司
〉
。

各
支
唐
金
融
報
告
抜
山
本

昭
和
二
十
三
年
七
月

l
九
月

術

玉
、
物

輸
入
食
糧
政
出
に
よ
る
完
全
配
給
の
声
明
に
米
の
闇
値
は
二
、
三
割
方
下
落
し
(
各
庖
)
平
年

作
見
越
に
よ
る
民
家
の
売
急
ぎ
が
目
立
っ
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
野
菜
も
共
々
下
落
し
、
激
化

を
予
想
さ
れ
た
労
働
攻
勢
も
小
康
を
得
た
形
で
あ
る
が
(
神
戸
〉
、
主
食
以
外
の
消
費
財
の
開
催

は
依
然
漸
騰
し
つ
L
あ
り
〈
小
樽
、
松
山
、
岡
山
〉
、
特
に
東
北
地
方
に
於
て
ほ
氷
寄
に
よ
り
生

鮮
食
料
品
が
暴
騰
し
て
い
る
(
秋
田
)
。
尚
公
定
価
格
が
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
流

通
秩
序
の
確
立
は
結
同
困
難
に
し
て
、
従
っ
て
緊
急
対
策
の
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
く
(
金
沢
〉
賃

銀
引
上
要
求
は
糠
て
蛾
烈
化
す
る
も
の
と
予
想
す
る
向
も
お
る
(前
橋
〉
。

六
、
貿
易
代
表
団
来
朝

バ
イ
ヤ
ー
の
来
酌
は
絶
大
な
る
期
待
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
商
談
の
成
立
を
比
た
の
は
、

極
め
て
僅
か
に
過

F
ず
大
阪
に
於
て
は
一
一
件
も
無
い
有
糠
で
あ
っ
た
(
大
阪
)
。
斯
〈
の
如
〈
商

談
の
進
ま
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
は

ω
日
本
商
品
の
品
質
、
技
術
は
下
等
拙
劣
に
し
て
米
閣
の
バ
イ
ヤ
ー
に
採
り
一
顧
の
価
も

な
か
っ
た
こ
と
、

倒

為

替

レ

1
ト
米
定
の
為
貿
易
手
続
煩
雑
な
る
こ
と
(
大
阪
、

る。

神
戸
〉
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い

七
、
農
業
協
同
組
合
法
案
の
反
響

農
業
協
同
組
合
法
案
の
発
表
に
対
し
、

一
般
農
民
は
関
心
蒋
く
、
大
体
-
町
村
、

一
組
合
に

落
着
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
改
組
不
安
の
為
多
額
の
預
金
が
引
出
さ
れ
た
民
業
会
も
見

ら
れ
た
(
熊
本
、
門
司
)
。
又
市
町
村
農
業
協
同
組
合
の
成
立
と
同
時
に
府
県
単
位
の
聯
合
会
が

組
織
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
予
想
せ
ら
れ
る
が
早
く
も
銀
行
方
面
に
於
て
は
系
統
機
関
の
相
互
の
組

帯
弱
化
在
予
想
し
、
操
業
会
よ
り
年
五
分
五
座
乃
孟
六
分
五
厘
の
商
事
を
以
て
預
金
を
般
収
せ

ん
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
(
名
古
屋
〉
。
(
安
斎
V

九

月

中

一
、

概

況

輸
入
食
織
の
大
品
放
出
と
出
来
秋
党
作
模
様
に
よ
る
主
食
附
仙
の
下
落
は
物
価
鵬
貨
に
悩
む

国
民
に
一
応
の
安
定
感
を
与
え
た
も
の
L
(静
岡
、
叩
府
)
、
新
物
冊
体
系
に
基
〈
公
定
価
格
の

大
幅
引
上
が
漸
次
消
費
財
に
及
び
た
る
と
流
通
秩
序
の
確
立
が
未
だ
掛
声
の
み
に
終
っ
て
い
る

四
一
五



資

料

為
め
、
一
般
勤
労
者
の
家
計
は
愈
ミ
逼
迫
す
る
に
至
っ
た
(
函
館
、
福
島
、
金
沢
、
熊
本
、
京

都
)
。
か
く
て
千
八
百
円
の
賃
銀
ベ
!
ス
維
持
は
困
難
と
な
り
(
広
'
局
、
金
沢
)
、
労
働
攻
勢
は

八
幡
製
鉄
所
の
ス
ト
ラ
イ
キ
宣
言
を
始
め
・と
し
て
炭
破
、
電
力
等
各
方
面
に
活
様
な
勤
舎
を
示

し
て
い
る
〈
門
司
、
岡
山
、
名
古
屋
)
。

一
方
生
・
並
は
資
材
の
湘
渇
と
渇
水
、
石
炭
不
足
に
基
く

電
力
飢
陸
に
そ
の
能
率
の
低
下
著
し
く
〈
松
江
、
高
松
、
神
戸
、
大
阪
、
名
古
屋
、
岡
山
〉
、
特

に
鉄
鋼
、
化
学
工
業
方
面
は
極
度
の
操
短
の
己
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
(
門
司
、
熊
木
)
。
更
に

金
融
の
梗
塞
は
中
小
工
業
の
経
営
を
一
段
と
困
難
な
ら
し
め
、
設
航
の
処
分
、
人
員
整
理
等
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
も
の
も
漸
次
増
加
し
て
い
る
(
京
都
、
秋
田
、
松
木
、
高
知
)
。

又
商
業
界
も

一
般
購
買
力
の
減
退
を
反
映
し
て
荷
動
き
不
活
溌
と
な
り
〈
大
阪
)
、
百
貨
倍
、

商
問
街
の
売
上
は
前
月
に
比
し
半
減
し
て
い
る
(
福
島
、
高
知
、
新
潟
、

高
松
)
。
尚
本
月
中
何
関

東
、
東
北
両
地
方
を
襲
っ
た
カ
ス
リ
l

ン
脆
風
は
稲
作
減
収
を
始
め
と
し
て
農
業
、
ム
父
通
等
に

甚
大
な
る
被
容
を
与
え
た
が
(
青
森
、
秋
田
)
、
災
害
復
旧
に
要
す
る
多
額
の
経
費
は
さ
な
き
だ

に
窮
乏
に
瀕
ぜ
る
地
方
財
政
を
更
に
深
刻
化
せ
し
め
て
い
る
(
仙
台
、
相
島
、
前
稿
、
甲
府
〉
。

二
、
預

金

一
般
自
由
預
金
は
前
月
に
引
続
き
順
調
な
る
増
抽
出
を
示
し
て
い
る
、
が
、
特
に
大
阪
、
名
古

屋
、
京
都
等
大
都
市
方
面
の
噌
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
(
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
)
。

之
を
大

阪
、
名
古
屋
両
組
合
銀
行
に
就
て
み
る
と
、
月
中
断
哨
加
傾
は
夫
1
二
十
能
円
、
五
億
五
千
万
円

と
前
月
中
の
増
加
額
を
い
ず
れ
も
一一
一
億
四
千
万
円
、
一
億
五
千
万
円
上
廻
っ
て
い
る
。
斯
く
の

如
含
増
加
を
示
し
た
の
は
、
貿
易
再
開
救
国
貯
蓄
運
動
に
当
り
金
融
機
関
が
預
金
吸
収
に
全
力

を
注
い
で
い
る
こ
と
に
も
よ
る
が
ハ
各
賠
)
、
政
府
支
払
資
金
と
復
興
金
融
金
仰
の
各
駈
公
聞
に

対
す
る
融
資
が
漸
次
地
方
に
迄
浸
潤
し
た
こ
と
、
商
況
不
振
の
為
め
商
業
資
金
が
櫛
潤
し
て
い

る
こ
と
、
粉
飾
預
金
が
引
統
含
盛
行
し
て
い
る
こ
と
等
に
主
な
る
原
因
が
あ
る
(
大
阪
、
門
前
、

小
博
、
折
潟
、
函
館
)
。
又
段
村
方
面
に
於
て
も
一
部
水
害
地
を
除
ぎ
、
概
し
て
果
実
、
繭
、

煙
草
等
現
金
収
入
の
増
加
に
伴
い
預
金
も
急
噌
を
示
し
て
居
り
(
松
江
、
岡
山
、
甲
府
)
特
に
農

業
会
貯
金
は
繭
代
金
等
の
振
替
預
入
に
著
増
し
て
い
る
(
鹿
児
島
、
神
戸
、
松
木
)
。
但
し
供
変

代
金
振
込
の
終
了
し
た
地
方
や
農
業
会
解
散
に
伴
う
不
安
の
顕
著
な
地
方
で
は
貯
金
引
出
を
見

て
居
眠
麦
、
繭
代
金
の
歩
留
の
殆
ん
ど
無
い
処
も
あ
る
(
熊
本
、
名
古
毘
)
。

第
四
回
相
徳
定
期
預
金
は
預
入
直
後
の
六
ヶ
月
間
の
担
保
差
入
制
限
が
響
い
て
都
市
商
工
業

四
二
ハ

者
方
面
の
大
口
消
化
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
て
い
る
が
(
門
司
、
熊
本
、
松
本
、
岡
山
、
高
松
、

広
島
、
福
岡
、
鹿
児
島
)
、
農
村
方
怖
の
小
口
申
込
は
比
較
的
良
好
で
則
自
た
る
十
月
十
五
日
迄

に
は
全
額
消
化
が
見
込
ま
れ
て
い
る
地
方
も
紗
く
な
い
(
函
錦
、
仙
台
、
網
島
、
松
江
、
静
岡
、

印
府
、
新
潟
)
。
尚
、
中
間
、
九
州
問
配
電
会
社
の
増
資
株
式
器
集
状
況
は
極
め
て
良
好
で
、
割

当
額
に
略
倍
す
る
中
込
が
あ
っ
た
が
、
農
村
方
面
及
び
第
一
封
鎖
預
金
の
処
分
を
あ
せ
る
都
市

商
業
者
の
応
募
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
せ
ら
れ
る
(
広
鳥
、
岡
山
、
補
悶
、
鹿
児
島
)
。

三
、
貸

出

公
定
価
替
引
上
に
よ
り
産
業
資
金
需
要
は
増
大
し
、
市
中
の
金
詰
り
は

一
段
と
探
刻
化
し
て

い
る
が
(全
応
〉
、
大
銀
行
の
地
方
支
脂
は
経
済
力
集
中
排
除
や
閉
鎖
機
関
に
指
定
を
予
想
さ
れ

る
方
.
面
に
対
し
て
は
貸
出
を
極
度
に
引
締
め
て
い
る
(
岡
山
、
神
戸
、
熊
木
、
仙
ム
只
高
松
、

甲
府
)
。
此
の
為
め
従
来
資
金
制
迷
を
中
央
本
社
に
依
存
し
て
い
た
大
会
社
地
方
工
場
に
し
て

地
元
銀
行
に
融
資
を
申
込
む
も
の
が
漸
次
増
大
し
て
い
る
が
(
静
岡
、
名
古
屋
、
門
司
、
熊
木
、

広
島
)
、
地
元
銀
行
側
も
之
を
好
機
に
飛
服
せ
ん
と
稲
樋
的
な
態
度
を
示
し

τい
る
(
門
司
)
。

又
農
業
会
方
面
の
資
金
不
足
の
関
係
に
て
附
胸
資
金
需
要
は
専
ら
地
元
銀
行
に
集
中
し
(
桐

島
、
松
本
、
前
橋
、
甲
府
〉
、
更
に
地
方
財
政
の
赤
字
増
蹴
に
伴
い
之
が
融
資
は

一
段
と
噌
加

し
て
い
る
為
に
、
中
小
商
工
業
に
対
す
る
貸
出
が

圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い

(
松
江
、
高
知
、
背
中
麻
)
。
然
し
資
金
の
廻
転
早
く
回
収
確
実
な
方
而
に
は
優
先
順
位
の
如
何
に

拘
ら
ず
樹
磁
的
に
短
期
貸
付
を
行
い
(
静
岡
〉
、
或
は
丙
種
産
業
に
就
て
も
商
業
手
形
の
制
引
に

よ
り
資
金
を
制
連
せ
ん
と
ナ
る
向
き
も
あ
る
(
栴
島
〉
。
尚
貿
易
関
係
産
業
の
生
産
資
金
た
る
輸

出
前
貸
金
は
貿
易
公
聞
の
証
明
書
に
よ
り
融
資
せ
ら
れ
て
い
る
が
之
に
就
い
て
も
貿
易
手
形
問

機
の
桜
遇
措
世
適
用
方
の
製
望
が
強
い
(
名
古
屋
)
。

貸
出
金
利
は
金
融
機
関
の
経
費
地
協
に
昂
騰
を
余
儀
な
く
き
れ
、
新
規
貸
出
に
就
て
は
協
定

最
高
利
滞
日
歩
二
銭
三
匝
を
適
用
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
が
(
福
島
、
松
本
)
、
丙
都
建
放

に
対
す
る
貸
付
刺
率
も
日
歩
二
銭
五
即
乃
至
二
銭
七
距
と
前
月
に
比
し
て
一
胆
方
向
川
崎
し
〈
熊

本
、
高
知
)
、
又
白
行
預
金
担
保
貸
出
に
対
し
て
も
日
歩
二
銭
を
徴
す
る
向
も
あ
る
(
松
本
)
。

岡

市
中
金
融
機
関
の
金
線

食
糧
払
下
代
金
、
申
告
所
得
税
の
納
入
、
煙
平
等
専
売
収
入
の
増
加
に
よ
り
政
府
資
金
の
引

揚
超
過
室
見
た
地
方
は
砂
〈
な
い
が
〈
京
都
、
岡
山
、
金
沢
、
背
諜
、
神
戸
、
新
潟
、
鹿
児
島、



札
幌
、
大
阪
)
、
預
金
の
増
加
が
順
調
で
あ
っ
た
為
め
、
賊
繭
資
令
.等
貸
出
の
激
増
を
見
た
一

部
銀
行
を
除
き
地
方
銀
行
の
金
線
は
大
に
寛
ug、
余
裕
資
金
を
以
て
本
行
よ
り
の
借
入
金
を
返

請
す
る
外
、
第
-
回
復
興
四
分
利
公
債
、
復
興
金
融
債
券
の
応
募
、
コ
ー
ル
の
肱
出
等
に
之
を

使
用
し
た
(
桐
島
、
松
江
)
。

玉
、

通

貨

本
行
各
支
出
拍
に
於
け
る
銀
行
券
の
増
勢
は
一

一般
に
鈍
化
傾
向
を
ホ
し
、
熊
木
、
高
松
訴
賠
支

庖
に
於
て
は
従
来
に
な
い
還
収
超
過
額
を
来
し
た
。
然
し
札
腕
、
函
館
、
背
都
筑
で
は
水
産

物
、
馬
鈴
謀
、
林
檎
等
の
出
廻
則
に
際
会
し
た
の
と
炭
破
の
現
金
需
要
に
前
月
を
上
廻
る
発
行

超
過
と
な
っ
た
。

穴
、

物

価

主
食
の
完
配
と
豊
作
見
越
し
に
よ
っ
て
米
の
闇
値
は
前
月
に
引
続
き
=
、
三
割
方
の
低
落
を

示
し
米
作
地
た
る
新
潟
に
於
て
は
月
末

一
升
七
十
五
円
に
迄
下
落
し
た
(
新
潟
)
。
更
に
新
公
定

価
絡
の
大
胆
引
上
に
も
拘
ら
ず

一
般
購
買
力
の
減
退
は
著
し
い
為
め
、
ラ
ジ
オ
、
万
年
倍
、
向

器
等
一
部
硝
品
に
は
公
定
価
格
を
割
る
も
の
も
砂
〈
な
ぐ
、
一
般
雑
貨
類
は
保
合
状
態
に
あ
る

〈
門
司
、
熊
本
、
高
松
、
京
都
、
楠
岡
、
神
戸
)
。
然
し
な
が
ら
配
給
確
保
の
困
難
な
魚
類
、
野

菜
類
は
漸
腕
し
て
居
り
(
仙
台
、
新
潟
)
特
に
冬
季
を
控
え
薪
炭
類
は
二
、
一二
割
方
の
暴
騰
を
示

し
て
い
る
(
大
阪
、

函
館
、
高
知
、
甲
府
)
。
か
〈
て
一
般
勤
労
者
の
生
活
難
増
大
に
伴
い
賃
銀

引
上
要
求
は
再
び
活
滋
化
の
気
配
を
見
せ
て
い
る
(
札
幌
、
岡
山
)
。
(
識
的
〉

(
木
稲
作
成
迄
に
松
山
支
唐
の
報
告
来
着
に
付
き
参
照
を
省
略
し
た
。
〉

昭
和
二
十
二
年
十
月
|

|
十
二
月

十

中

月

一

、

概

況

月
末
内
定
し
た
追
加
予
算
は
-
応
収
支
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
も
の
の
、
実
質
上
は
相
当
の
赤

字
そ
出
す
も
の
と
掘
る
向
多
く
(
岡
山
、
松
木
)
、
年
末
イ
ン
フ
レ
昂
進
の
予
測
が
支
配
的
で
あ

る
(
前
柄
、
金
沢
、
神
戸
、
松
山
、
熊
本
〉
。
従
っ
て

一
時
小
康
を
呈
し
た
換
物
運
動
も
再
び
活

溌
化
し
た
〈
前
柄
、
高
知
)。

各
支
底
命
融
報
告
抜
草

昭
和
二
十
二
年
十
月
|
十
二
月

電
力
事
情
の
悪
化
に
よ
り
生
産
は
減
退
し
、特
に
化
学
工
業
部
門
が
甚
し
〈
(
新
潟
〉
、
事
業
会

社
の
資
金
難
は
更
に
激
化
し
つ
つ
あ
る
(
秋
田
、
静
岡
、
高
知
)
。
企
業
合
理
化
の
必
要
も
一

般
に

認
識
せ
ら
れ
始
め
た
為
労
働
不
安
社
会
不
安
は
漸
次
深
刻
化
す
る
に
至
っ
た
(
新
潟
、
静
岡
、

熊
本
〉
。

新
米
供
出
は
新
米
側
の
決
定
と
供
米
条
件
の
改
普
等
に
依
り
早
場
米
地
帯
の
供
出
も
順
制
で

(
背
蘇
、
秋
川
、
仙
台
、
新
潟
、
金
沢
)
石
川
県
の
釦
き
は
月
末
累
計
供
出
荷
は
側
当
高
に
対
し

七
O
%と
昨
年
に
比
し
五
割
以
上
の
好
成
績
を
示
し
て
い
る
が
(
金
沢
)
、
一
方
県
外
搬
出
は
輸

送
の
不
円
滑
と
労
務
者
不
足
か
ら
頗
る
不
振
で
}
抹
の
危
棋
を
生
じ
て
い
る
〈
新
潟
)
。

公
定
価
格
の
引
上
げ
も
、
漸
く
一
巡
し
た
が
、
流
通
秩
序
確
立
に
依
る
実
質
賃
銀
の
充
実
が
行

わ
れ
て
い
な
い
為
新
物
価
体
系
の
崩
壊
を
予
想
す
る
拘
が
砂
〈
な
い
(
岡
山
、
熊
本
〉
。

二

、

預

金

先
月
稀
有
の
増
加
振
を
示
し
た
預
金
は
今
月
に
入
り
令
一
般
的
に
増
勢
の
鈍
化
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
、
前
月
末
に
比
し
却
っ
て
減
少
し
た
地
方
も
あ
っ
た
〈
小
神
、
金
沢
、
松
山
、
高
松
〉
。
そ

の
原
因
は
前
月
決
算
期
の
関
係
で
相
当
大
規
模
に
行
わ
れ
た
粉
飾
の
反
動
が
現
わ
れ
た
こ
と
L

年
末
を
控
え
て
の
仕
入
資
金
の
引
出
が
多
額
に
上
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
(
各
居
)
。
一
方
農

業
会
に
振
込
ま
れ
た
供
米
代
金
も
祭
日
消
貨
資
金
(
高
松
)
、
麦
肥
料
購
入
、
農
器
具
補
修
等
の

農
耕
資
金
需
要
増
大
か
ら
そ
の
歩
留
は
極
め
て
低
〈
(
苗
山
、
高
知
)
殆
ん
ど
全
額
が
引
出
さ
れ

た
地
方
も
あ
る
(
福
島
)
。
又
福
徳
定
期
預
金
は
担
保
差
入
制
限
が
影
響
し
て
消
化
困
難
の
模
様

で
あ
る
が
(
各
脂
)
、
此
の
種
物
奨
付
預
金
の
魅
力
は
未
だ
衰
え
ず
(
小
樽
)
各
地
に
於
て
地
元
復

興
資
金
調
達
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た
報
奨
物
資
付
預
金
は
相
当
の
成
績
を
挙
げ
て
い
る

(
秋
田
、
新
潟
、
松
本
、
岡
山
、
熊
本
)
。

=一、

貸
公
定
価
格
改
訂
に
伴
う
運
転
資
金
の
増
高
、
酬
剛
氏
力
低
下
に
依
る
売
掛
金
の
回
収
遅
延
、
地

方
公
共
団
体
の
赤
字
累
増
等
に
加
え
、
更
に
束
月
商
品
仕
入
期
接
近
に
よ
り

一
般
に
資
合
需
要

増
大
し
、
貸
出
は
可
成
の
増
加
を
来
し
た
処
も
あ
る
が
(
神
戸
、
岡
山
、
高
松
、
福
岡
)、
金
融

機
関
は
自
由
預
金
増
勢
鈍
化
の
傾
向
に
貸
出
乎
慢
の
態
度
に
出
て
い
る
。
特
に
支
底
銀
行
の
貸

出
は
消
極
的
で
余
力
は
す
べ
て
本
庖
へ
送
金
す
る
傾
向
が
強
〈
(
福
島
、
岡
山
、
叩
府
、
高
松
、

熊
本
)
地
元
銀
行
の
融
資
も
配
給
機
関
、
繊
維
工
業
に
対
す
る
融
資
に
集
中
し
て
い
る
〈
大

川
は

四
一
七


